
①住宅の耐震化率
H30 R3 R5 R9

目標値(%)
実績値(%)

95.793.7
94.3
-

91.2
-

災害対策の推進
施策
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評価

今後の対応

②防災意識の向上度（災害対策をしている市⺠の割合）

R元 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

59.357.3
57.7
-

54.8
-

③

目標値(%)
実績値(%)

99.699.6
99.1
-

99.6
-

緊急情報の伝達率
R元 R3 R5 R9

引き続き、住宅等の耐震化を促進する取組、各種ハザード
マップや防災ガイドブック等を活用した普及啓発を推進する
ことにより、防災に対する意識の更なる向上を図る。
また、令和元年東日本台風から数年が経過し、的確な避難

情報の把握等の認識が薄れていくおそれがあることから、総
合防災訓練等の防災に関心が寄せられるような機会を捉え、
普及啓発を実施していく。

Ｈ３０・Ｒ元は基準値

現状と課題
近年、震災や水害などの甚大な被害をもたらす災害が全国各地で発生しており、本市においても、

台風による大規模な土砂災害などの被害が発生しています。このような災害は、いつ発生するか予測
することが難しく、日頃から発生に備えた安全対策を講じておくことが求められています。
これまで、災害に強い都市基盤を形成し、市⺠⼀⼈ひとりが災害に対し備えるよう、防災・減災の

取組を進めてきましたが、想定外の事態をなくすべく、今後も他自治体などとの連携を図りながら更
なる取組を進め、災害に強いまちづくりを進める必要があります。

取組の方向

１ 災害に強い都市基盤の整備

２ 地域防災対策の充実

成果指標

＜施策の進捗状況に関する評価＞
施策推進のための取組は充実しており、順調な施策推進が図られている。

＜今後の施策の方向性に関する意見＞
工場集積地としてのリスク対応も重要であることから、データセンター保護の視点など、産業界のニーズも

踏まえた施策推進を図られたい。
災害対策は、人命に関わる事項であることから、各事業の適切な実施により目標達成に向けた着実な推進

を図られたい。また、各種取組の実質的な進捗については、成果指標の達成度のみでは把握しきれないため、
質的な分析を深めることで、取組の改善に努められたい。

審議会からの意見

住宅の耐震化及び防災意識の向上度は、耐震性のある住宅
の整備が進んだことや、防災ガイドブックの全⼾配布等によ
り、令和３年度時点で令和５年度の目標値を達成することが
できた。
また、緊急情報の伝達率は、⼀部で情報取得手段を把握し

ていないために目標値に達しなかったものの、99％を超え
る実績値から、多様な情報伝達手段を用いた情報発信によっ
て多くの市⺠が避難指示等の避難情報を取得できている状況
である。



①

目標値
(千円)
実績値
(千円)

260,712266,463

228,366

-

272,214

-

火災による損害額
H30 R3 R5 R9

消防力の強化
施策
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評価

今後の対応

②火災件数
H30 R3 R5 R9

目標値(件)
実績値(件)

136139
131
-

142
-

③

目標値(%)
実績値(%)

50.649.0
50.8
-

47.4
-

応急手当実施率（救急現場に居合わせた市⺠が応急手
当を実施した割合）

H30 R3 R5 R9

消防教育訓練や消防団の充実強化、火災予防、応急
手当普及啓発を始め、引き続き、総合計画の部門別計
画である「第３次相模原市消防力整備計画」に位置付
けられた取組を着実に推進していく。

Ｈ３０は基準値

現状と課題
高度救助体制※の確立や救急業務の高度化など消防・救急体制が着実に充実し、火災発生件数も減少

傾向にある⼀方、生命・財産を脅かす災害や事故はこれまで以上に大規模かつ複雑・多様化の傾向に
あります。首都直下地震や南海トラフ地震などの大規模地震や豪雨による大規模水害、テロ災害など
が発生した際の対応など、消防の役割はますます重要となっています。
また、超高齢化の進行を背景として救急需要が増大する中、救急業務を安定的かつ持続的に提供し、

救命率の向上を図るなど、その対策が求められています。

取組の方向

１ 効果的な消防・救急体制の構築

２ 消防団機能の充実

３ 火災予防対策の推進

成果指標

審議会からの意見

※【高度救助体制】高度な救助用資機材及び⼈命の救助に関する専門的かつ高度な教育を受けた隊員で構成する「特別高度救助隊」を備え
た地域の実情に合わせた特色のある救助体制。

４ 救急需要増加への対応と市⺠に対する応急手当の普及
啓発

津久井消防署の移転整備や相模原消防署への２隊目
の救急隊配置を始めとした効果的な消防・救急体制の
構築、消防団員の処遇の改善など必要な取組を進めた。
さらに、住宅用火災警報器の設置交換促進等の住宅防
火対策やコロナ禍においても各種救命講習会を継続実
施することにより、令和3年の実績値について、最終目
標値を上回ることができた。



①

目標値
実績値

7.88.0
6.5
-

8.3
-

結核罹患率について
※⼈口10万⼈当たりの新規結核患者数

H30 R3 R5 R9

保健衛生体制の充実
施策
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評価

今後の対応

②

目標値(%)
実績値(%)

83.783.3
92.1
-

82.9
-

食品関係事業者などに対して実施する食品
衛生に関する講習会の理解度

R元 R3 R5 R9

③

目標値(％)
実績値(％)

61.251.6
47.4
-

48.0
-

ペットの所有明示を行っている飼い主の割合
（迷子防止等のための迷子札、マイクロチップ等の装着を
行っている飼い主の割合）

R元 R3 R5 R9

④ 公衆浴場等における改善率（レジオネラ症※2の発
生防止等に係る改善率）

H30 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

100100
100
-

100
-ペットの所有明示を行っている飼い主の割合につい

ては、動物の愛護及び管理に関する法律の改正により、
マイクロチップ装着について市⺠の関心が高まること
もあり、装着率の向上が見込まれている。
また、超高齢化の進行に伴う今後の火葬需要の増加

に対応するため、斎場（火葬場）の整備・充実を図る。

Ｈ３０・Ｒ元は基準値

現状と課題
地球温暖化の進行や国・地域を越えた⼈の往来の増加に伴い、感染症や食中毒の発生リスクが高ま

ることが見込まれているほか、火葬需要の増加、動物の多頭飼育崩壊※１などの課題が生じています。
このため、保健衛生体制の充実に向け、感染症の予防・まん延防止対策及び食品衛生対策、動物愛

護思想の普及、斎場（火葬場）の整備・充実などの取組を進める必要があります。

取組の方向

１ 感染症に関する保健衛生体制の強化

２ 食品衛生対策の推進

３ 生活衛生対策の推進

成果指標

審議会からの意見

※１【多頭飼育崩壊】飼養能力を超える多数の動物を所有し、又は占有し、結果として、適正な飼養が困難となり、飼育放棄により動物の
健康が害されるとともに、排せつ物の堆積等により周辺の生活環境被害等を引き起こすこと。 ※２【レジオネラ症】レジオネラ属菌とい
う、自然界（河川、湖水、温泉や土壌など）に生息している細菌を原因とする細菌感染症。

結核罹患率は、基準値と比較して令和３年の実績値
は減少したが、年度により数値の変動があるため今後
も動向を注視する必要がある。
また、食品衛生に関する講習会については、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大防止の観点から動画配信に
より実施したため、繰り返し視聴できるなどの理由に
より、理解度が増加したものと考えられる。



①住んでいる地域の防犯力を高める取り組み
が進んでいると感じている市⺠の割合

R元 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

43.339.7
35.4
-

36.4
-

防犯や交通安全・消費者保護対策の推進
施策
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評価

今後の対応

②

目標値(件)
実績値(件)

712752
745
-

802
-

市内での高齢者の交通事故件数
H30 R3 R5 R9

③ 市内での自転車事故件数
H30 R3 R5 R9

目標値(件)
実績値(件)

627691
703
-

771
-

④
消費生活に係る出前講座の満足度（消費生活に係
る出前講座のアンケートにおいて「役に立った」を選択した
市⺠の割合）

H30 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

96.896.4
97
-

95.9
-

⑤

目標値(%)
実績値(％)

50.045.3
34.9
-

40.5
-

契約などのトラブルにあった時に相談する
窓口を知っている市⺠の割合

R元 R3 R5 R9

高齢者を狙った特殊詐欺被害が後を絶たないこと、
中央・南区が自転車事故多発地域として指定されてい
ることなどを踏まえ、更なる安全・安心の取組を行う。
指標⑤について、窓口の認知度向上のため、ラジオ、

ネット動画、ＳＮＳなど多くの市⺠が利用する媒体を
使用した周知・啓発を行う。

Ｈ３０・Ｒ元は基準値

現状と課題
近年、市内の犯罪認知件数は減少しているものの、振り込め詐欺などの被害が頻発しており、引き

続き、市⺠⼀⼈ひとりが自覚を持ち、地域での連帯意識の高揚を図りながら、関係機関や団体との密
接な連携による防犯体制の充実など、地域の防犯力を高めることが求められています。
また、自転車や高齢者の交通事故の割合が高いことから、ガードレールなど交通安全施設の整備・

充実に努めるとともに、地域が⼀丸となって交通安全意識の高揚を図るなど、交通マナーの向上や交
通事故防止に向けた取組を積極的に行う必要があります。
さらに、消費者被害が複雑・多様化している中、消費者被害の未然防止と救済体制の充実を図ると

ともに、市⺠が自立した消費者になるための啓発・教育を⼀層進めていく必要があります。

取組の方向

１ 地域防犯力の向上

２ 交通安全対策の推進

３ 消費者の保護と自立の支援

成果指標

審議会からの意見

※【みんなの消費生活展】生活協同組合や大学等の協力による展示や、ステージイベント等を通じて、消費者に「消費生活に必要な情報」を提供す
る機会を設け、適切な行動ができる自立した消費者となるためのきっかけの場とすることを目的に実施する事業。

指標②・③は、交通安全教室の実施や地域・警察と連携
した取組等により交通ルールの順守とマナーの実践が図られ
たことなどから目標値を達成する見込みである。また、指標
①は基準値を下回ったが、地域の防犯カメラの設置が進んで
おり、市内の犯罪認知件数は減少していることから、最終年
度の目標値の達成が期待される。
新型コロナウイルス感染症の影響により、対面で行ってい

た「みんなの消費生活展」※等の消費者教育・啓発事業が実
施できなかったが、新たにコミュニティ放送局のラジオ放送
を通じた注意喚起など、非対面での事業を実施した。



①高齢者⼈口に対する高齢者向け住宅の割合

H30 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

43.5
3.3
-

2.9
-

暮らしやすい住環境の形成
施策
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評価

今後の対応

②

目標値(%)
実績値(%)

8076.9
74.4
-

73.7
-

居住環境に対する満足度（良好な居住環境が保たれ
ていると思う市⺠の割合）

R元 R3 R5 R9

③ 新築住宅における⻑期優良住宅※2の認定⼾数

H30 R3 R5 R9
目標値(⼾)
実績値(⼾)

10,0007,764
7,122
-

5,528
-

④ 適切な管理が行われていない空家等の解決率

R元 R3 R5 R9
目標値(%)
実績値(%)

48.648.6
62.8
-

48.6
-

住宅購入世代である子育て世帯等に対して、中古住
宅の購入や改修費に係る補助事業を実施し、定住・移
住促進のために住宅ストックの活用を図る。
また、令和４年度末にマンション管理適正化推進計

画を策定し、マンション管理認定制度を開始するなど、
良好な住環境の形成を促進する。

Ｈ３０・Ｒ元は基準値

現状と課題
市営住宅の計画的な供給や住宅の耐震化の促進などにより、安全で安心なまちづくりが進んでいる

⼀方、空き家の増加やマンションの老朽化などによる、防災、防犯、景観、衛生上の問題のほか、少
子高齢化の進行や20歳代から30歳代までの就職・住宅購入世代の転出超過などに起因した、地域コ
ミュニティの希薄化による住環境の質の低下が懸念されています。
このため、多様な主体との連携・協働により、誰もが安全で安心して暮らせる住生活の実現や地域

特性を生かした質の高い住環境の形成などに取り組むことが必要です。

取組の方向

１ 安心して暮らせる住生活の実現

２ 良質な住宅ストック※１の形成と空家等の適正管理の
促進

３ 地域特性を生かした住環境の形成

成果指標

審議会からの意見

※１【住宅ストック】ある⼀時点におけるすべての住宅の量や既存住宅そのものを指す。 ※２【⻑期優良住宅】⻑期にわたり良好な状態
で使用するための措置がその構造及び設備について講じられた優良な住宅。

空き家の状況に応じて所有者へ適切な対応を行うた
め、各区役所と都市建設局で連携し安心して暮らせる
住環境の実現に向けた取組を行った。
また、高齢者向け住宅に係る補助制度や⻑期優良住

宅認定制度の周知を図るとともに、マンション無料相
談窓口などの実施により、良好な居住環境が保たれて
いると思う市⺠の割合が令和元年度に比べ増加した。



①市街地の景観に満足している市⺠の割合
R元 R3 R5 R9

目標値(ｐ)
実績値(ｐ)

3.103.04
3.02
-

2.92
-

魅力的な景観の形成
施策
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評価

今後の対応

②自然景観に満足している市⺠の割合
R元 R3 R5 R9

目標値(ｐ)
実績値(ｐ)

3.503.50
3.57
-

3.50
-

③ 道路沿いの緑化（接道緑化）の⻑さ【累計】

H30 R3 R5 R9
目標値(ｍ)
実績値(ｍ)

18,20015,300
13,279

-
10,676
-

景観計画に基づく届出等において、建築物等の外観
の色彩等に関する協議や屋外広告物条例に基づいた広
告物等の規制誘導の実施を行うと共に、新たな景観形
成重点地区及び地域景観資源等の指定、市⺠への景観
に係る普及啓発等を積極的に行い、更なる良好な景観
づくりを図る。

Ｈ３０・Ｒ元は基準値

現状と課題
景観に配慮した建築物や身近な緑が増加するなど、市全域において景観誘導が着実に図られている

⼀方、市特有の景観資源を生かした個性的な景観づくりは進んでいません。豊かな自然を有し、多様
な都市機能を併せ持つ都市として、広域交流拠点の形成による風格のある市街地や、愛着や誇りの持
てる周辺環境と調和したまちなみなどの魅力的な景観を形成するためには、多様な主体との連携・協
働による地域特性に応じた景観づくりや貴重な景観資源の保全などに取り組む必要があります。

取組の方向

１ 地域の魅力を高める景観づくり

２ 心を豊かにする身近な景観づくり

成果指標

審議会からの意見

※【接道緑化】敷地の接する道路沿いに、生垣や中木等による緑化施設を設置すること。

ｐ（ポイント）／市⺠の満足度を５点満点で点数化したもの

ｐ（ポイント）／市⺠の満足度を５点満点で点数化したもの
景観計画に基づく大規模な建築物等の外観の色彩の

誘導や接道緑化※の促進、屋外広告物条例に基づいた屋
外広告物の規制誘導の実施、「市役所前さくら通り地
区」の景観形成重点地区の指定など、地域の魅力を高
める景観の形成により、目標値は達成する見込みであ
る。


